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事業計画の作成に

際し 適正かつ合理

的な土地利用を図

る上で留意し た事

項 

①維持管理上必要と する最小の範囲で造成を 行い、 事業区域内の樹林を極力保存

するよう な計画と し た。（ 残置森林率 20％以上を確保）  

②近隣が農地のため， 農業用水路等へ雨水流出などの影響を及ぼさ ないよう な造

成計画と し た。  

 

 

 

事業区域内に確保

する緑地 

面積：  2,247m 2 事業区域内に残置す

る森林 

面積：  1,190m 2 

率：  43.2％ 率：  22.9％ 

斜度 30 度を 超える土地の有無      有 ・  無  面積 238m 2  

汚水及び雨水の放

流先， 処理施設の

有無， 並びに処理

施設の概要 

汚水：  場内の既存排水桝を経て普通河川藤沢川に放流する。  

雨水：  造成内に側溝を設置し ， 場内の既存排水桝を経て普通河川藤沢川に放流

する。  

 

開発事業の実施に

と も なっ て発生集

中が見込まれる自

動車交通量 

１ 日当たり 40 台程度（ 大型ダンプト ラ ッ ク ）  

 

 

事業区域内の給水

に係る 取水計画の

概要 

なし  

開発事業の実施に

際し 必要と 見込ま

れる許認可等の名

称 

森林法第１ ０ 条に該当する。（ 伐採及び伐採後の造林届出書）  

水質汚濁防止法第７ 条に該当する。（ 特定施設構造等変更届）  

土壌汚染対策法第４ 条第 1 項に該当する。（ 土地の形質の変更）  

連 絡 先 住 所 仙台市太白区南大野田 29-1 

担当者 

 

所属： 水道局浄水部施設課施設係 電話： 022-304-0046 

氏名： 二上 輝彦 Fax： 022-249-2811 

備考 

 １  添付図面 

  (1)事業区域の位置を明ら かにし た縮尺１ ： 10,000 以上の位置図 

  (2)事業区域の区域を明ら かにし た縮尺１ ： 5,000 以上の地形図 

  (3)事業区域における土地利用の現況を明ら かにし た縮尺１ ： 5,000 以上の地形図 

  (4)造成計画の概要を明ら かにし た縮尺１ ： 5,000 以上の平面図及び断面図 

  (5)事業区域における土地利用計画の概要を 明ら かにし た縮尺１ ： 5,000 以上の平面図 

  (6)設置を予定する工作物の種別， 規模その他の概要を 明ら かにし た縮尺１ ： 2,500 以上の平面図

及び立面図 

  (7)発生集中自動車交通に係る主要な移動経路を明ら かにし た縮尺１ ： 10,000 以上の平面図 

 ２  事業区域内の土地の登記事項証明書（ 写し で可） および借地等の場合は所有者の同意書を別途

提出するこ と  

 ３  再生可能エネルギー発電事業については， 事業者の住民票（ 法人である場合はその登記事項証

明書）， 資金計画書及び事業経歴書を別途提出するこ と  

 ４  本条例の手続き について事業者以外に委任する場合には， 事業者より 委任状を別途提出するこ

と  

 ５  用紙の大き さ は， 添付図面については日本工業規格 A３ と し ， それ以外のも のについては A４

と するこ と  
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凡   例

記   号 種   別

事業区域界

土地の区域
傾斜度３０度以上の

（面積　238㎡）

測線

0 20
S=１/４００（A3）

10 30m

←38°9′

44°22′→



（3）土地利用現況図
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Ｎ

凡   例

名     称 記   号

広 葉 樹 林

針 葉 樹 林

その他植生

事 界区業 域

山 

　
林

ＡＡ

Ｂ
Ｂ

0 20
S=１/４００（A3）

10 30m

雨水排水管φ300（ 場内排水桝に接続）

雨水排水側溝

( H. W. L+127. 000)

( L. W. L+123. 000)

H. W. L+126. 400

L. W. L+122. 600

V=4500m3

新配水池

FGL+122. 60
( FGL+123. 00)

( SL+122. 500)

(+122.75)

+124.50

(+124.70)

+122.50



（4）-1 造成計画平面図
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Ｎ

凡   例

記   号 種   別

切　　土

盛　　土

残置森林

計画建築物

舗装

0 20
S=１/４００（A3）

10 30m

雨水排水管φ300（ 場内排水桝に接続）

雨水排水側溝

面   積

2,847m2

960m2

( H. W. L+127. 000)

( L. W. L+123. 000)

( SL+122. 500)

( FGL+123. 00)

(+124.70)

+122.50
ＡＡ

Ｂ
Ｂ

残置森林 1,190m2

※伐採は計画法尻・法肩に余裕幅（1m）を加えた範囲とする。

伐採余裕幅

（倒木対策）※
203m2



（4）-2 造成計画断面図
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GL+128.18

GL+123.41

GL+130.40

(GL+124.70)

(GL+130.80)

(GL+128.58)

(GL+123.81)

(GL+128.10)

1: 1. 8

盛土法面

盛土法面
張芝
( 在来種)

張芝
( 在来種)

(FH+123.00)

(FH+123.00)

※測量を実施し た際に地盤高が約40㎝程度下がっ ているこ と を 確認し たため、 数値を訂正し ている 。 （ 周辺全域が下がっ ており 東日本大震災の影響と 思われる）

(    ) は当初の数値である。

伐採余裕幅

（ 1. 0m）
伐採余裕幅

（ 1. 0m）

伐採余裕幅

（ 1. 0m）
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（5）土地利用計画図

Ｎ

種別 記号

土木構造物用地

面積（m2） 率（％）

通路用地

法面用地

残置森林

事業区域界

凡   例

0 20
S=１/４００（A3）

10 30m

計画建築物

（ 法面保護

芝地）

法面

舗装

残置森林
雨水排水管φ300（ 場内排水桝に接続）

雨水排水側溝

1,518

23.7

1,057

22.9

29.2

20.3

1,232

1,190

( H. W. L+127. 000)

( L. W. L+123. 000)

H. W. L+126. 400

L. W. L+122. 600
V=4500m3

新配水池

SL+122. 100
( SL+122. 500)

FGL+122. 60
( FGL+123. 00)

(+122.75)

(+124.70)
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00
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緑化面積＝2,247m2（法面用地+残置森林）

合計 100.05,200

伐採余裕幅

※伐採は計画法尻・法肩に余裕幅（1m）を加えた範囲とする。

203 3.9（倒木対策）※



（6）工作物平面図
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     工作物立面図
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「築造面積：1,232m2」






